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要 旨   

 

アルコール性肝疾患（ALD）は、重症度の異なる様々な疾患を含み、世界的に最も多い肝

疾患の一つであり、近年、再び注目を集めている。2019年 4月、Gutはウィーンで開催さ

れた European Association for the Study of the Liver International Congressにお

いて、専門家によるラウンドテーブルパネルを招集し、ALD、その疫学、診断、管理、病

態メカニズム、将来可能な治療法、予防に関する重要かつ最新の問題と臨床試験データに

ついて議論した。本論文ではその議論と結論をまとめた。 

 


